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2026 年３月 30 日 
リバー株式会社 

 

「市原ダスト再資源化施設（仮称）」の開設について 

 

当社は、親会社である TRE ホールディングス株式会社（本社：東京都千代田区、代表：阿部光

男、以下「TRE」）が千葉県市原市で展開する「TRE 環境複合事業」構想において、金属資源高度

選別事業を担う「市原ダスト再資源化施設（仮称）」の開設を決定いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

 

１．設立背景 

TRE は 2022 年９月、千葉県市原市に賃借した広大な土地で大規模な廃棄物処理・再資源化を

推進する「TRE 環境複合事業」構想（以下「市原構想」）を発表しました。市原構想は、①廃プラス

チック高度選別・再商品化事業、②産業廃棄物破砕選別・再資源化事業、③金属資源高度選別

事業、④廃棄物焼却・発電事業の 4 事業で構成されています。総投資額は 400 億円を見込んで

おり、事業の中核を担う各種設備・プラントについては 2026年以降順次、操業開始を予定していま

す。 

そしてこの度、当社は③金属資源高度選別事業の事業拠点として、TRE グループの㈱タケエイ

が市原市八幡海岸通に保有する事業用地の一部を活用し、新たに「市原ダスト再資源化施設（仮

称）」（以下「当事業所」）の設立を決定しました。なお、本計画は環境省が公募する「令和７年度脱

炭素成長型経済構造移行推進対策費補助金（先進的な資源循環投資促進事業）」の「廃プラスチ

ック」分野にて交付が決定しております。 

 

２．市原ダスト再資源化施設（仮称）について 

本計画は、市原市八幡海岸通にある約 21,600 ㎡の事業用地において、使用済自動車由来の

シュレッダーダスト（以下「ASR」）と、それ以外のシュレッダーダスト（以下「SR」）の高度選別・再資
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源化に特化した施設を開設するものです。 

当事業所では、日本トップクラスの大型破砕機を保有する市原事業所から排出される SR・ASR

を中心に年間 60,000 トンを取り扱う予定で、その半数にあたる 30,000 トンを金属やプラスチックな

どの未利用素材の回収、および RPF（固形燃料）等の製造を通じて効率的かつ安定的な再資源化

を目指します。 

同事業所の立ち上げにより、自動車由来の再生プラスチックを筆頭に、近年急速に需要が高ま

る再生材や化石燃料代替ニーズに応えることで収益基盤の強化を図ります。また、運搬費含むダ

スト処理費の削減、および処理フローの最適化を通じて、企業競争力のさらなる向上につなげてい

きます。なお、本件が今期業績に与える影響は軽微であります。 

 

３．今後の展望 

ダストの高度選別・再資源化機能に特化した事業所は、壬生事業所に続き当社２例目となります。

当事業所では、当社の基幹工場である市原事業所等と密接に連携することで、資源化母材を確

保し、良質な再生材の安定的な生産・供給を実現します。 

当社はこれからも、TRE グループが掲げる「WX（Waste Transformation）環境企業への挑戦」

（※）のもと、廃棄物の可能性を最大化する取り組みを継続し、高度循環型社会および脱炭素社会

の実現に貢献してまいります。 

※ 従来資源化の難しかった廃棄物・使用済製品等について、廃棄物処理の技術的・採算的課題を克服し、資源やエネルギー

へと変換する取り組みであり、動脈・静脈の枠組みを超えた“共創”により高度循環型社会、脱炭素社会の実現を目指すもの 

 

■事業所概要 

施設名 リバー株式会社 市原ダスト再資源化施設（仮称） 

住所 千葉県市原市八幡海岸通 74-41 

敷地面積 21,600 ㎡ 

主要設備 破砕機、粒度選別機、磁力選別機、風力選別機、浮沈選別機、減容固化機 

総工費 76 億円 

操業開始 2028 年 4 月頃  

予定扱数量 60,000 トン／年 ※うち約 30,000 トンを再資源化予定 

 

以上 

 

 
< 本リリースに関する問い合わせ先 > 

リバー株式会社 経営企画部広報課 
連絡先： 03-5204-1891 e-mail：kouhou@re-ver.co.jp 
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